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●脳卒中の臨床試験による経験と信念
が如実に表れた書
Sarah T. Pendleburyと Peter M. Roth-

well夫妻，それに臨床疫学者の Mat-
thew F. Gilesら 3人による『TIAと脳
卒中』の日本語版が，このたび東京医
科歯科大学神経内科グループ（水澤英
洋教授監訳）によって出版された．著
者の 1人である Rothwell教授は，さま
ざまなメタ解析で有名なエディンバラ
の Charles Warlow教授の下で研究を続
け，その後オックスフォードに移って
Oxford Vascular Study（OXVASC）を立
ち上げた．その後の活躍は目覚まし
く，極めて多数の脳卒中の臨床および
臨床疫学に関する研究成果を報告して
いる．中でも最近注目されているの
が，「TIA（一過性脳虚血発作）を早期
に治療することによって，3カ月後の
転帰が著しく好転する」という OX-
VASCの臨床成績である．TIAが脳梗
塞の警告症状であることはかなり以前
（1950年代）から言われてきたにもか
かわらず，一般臨床家の間ではあまり
重要視されてこなかった．本書の表題
に TIA という言葉を付けていること
は，この点を意識しての命名であろ
う．

TIAと脳梗塞は一連の病態であるの
で，その定義あるいは診断基準を定め
ることは極めて難しい．最初に米国で
定められた定義は「24時間以内に症状
が消失し，脳に器質的病変を残さない
もの」とされているが，最近の画像診
断の発達によって症状持続時間と画像
上の変化による定義づけは困難との考
えから，米国心臓協会（AHA）/脳卒中
協会（ASA）では「持続が短時間で画
像所見を残さない」というあいまいな
ものとなっている．しかし，本書では
最も古典的な「24時間」という定義を
採択しているため，われわれにとって
は親しみやすい．ちなみに厚生労働科
学研究費による研究班（班長：国立循
環器病研究センター峰松一夫副院長）
でも，現在のところ 24時間という定
義を用いることを提言している．
本書では脳卒中患者での血管検査の
重要性を強調しており，非侵襲的検査
だけに頼りすぎて脳動脈瘤の存在を見
逃す危険性，頚部の頚動脈の評価にお
ける duplex超音波検査の有用性など，
単なる検査法の羅列ではなく具体的に
評価がなされているのがありがたい．
中でも，頭蓋外の頚動脈病変に対する
血栓内膜剝離術の問題を具体的に提示

していることは極めて有用である．
これまでの（特に日本の）教科書に
ない内容も少なくない．中でも虚血性
脳卒中を「TIA・軽症脳梗塞」と「重症
脳梗塞」に分けて記述されているこ
と，いろいろなリスクスコアを用いた
「予後の診断法」について極めて実用
的な解説がなされていることは新鮮で
ある．また，「治療法の評価方法」の項
は圧巻である．大規模臨床試験での無
作為化の必要性をさまざまな角度から
解説し，またその臨床試験で得られた
結果の解釈にあたっての注意点を細か
く述べている．著者らの経験と信念を
如実に表しており，本書のハイライト
であろう．
高血圧性脳出血に関する記述が少な
いという難点はあるが，上に述べた
数々の素晴らしい内容を考えると，ぜ
ひとも座右の書として（バッグに入れ
て持ち歩きも可能）備えられることを
お薦めしたい．
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